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平成 29 年 9 月 21 日（木）・ 22 日（金）岩手県立大学ア

イーナキャンパス・いわて県民情報交流センターにて開催

された、一般社団法人  経営情報学会  秋季全国研究発表大

会に参加し、研究成果を発表した。またそれに際し、4 頁の

論文投稿を行った。  
発表のタイトルは「近年の市場環境変化に対応するため

のイノベーション手法に関する考察」として発表した。近

年の市場では、成熟化やコモデティ化、デジタル化などの

環境変化が生じていることで、企業は持続的に競争優位を

確立することが困難となっている。  
具体的な発表の内容は以下の通りである。  
多くの企業はモノを生産し販売していた。しかし、市場

が成熟化するにつれて、顧客への製品普及率が高まってい

ることから、このような従来の手法では対応することが困

難となっている。また、企業が革新的な製品を市場へと投

入するが、そのような製品は競合他社からすぐに模倣され

ることにより、市場はコモデティ化してしまう。そして近

年、デジタル化が急速に進行していることで企業と顧客の

接点が劇的に増加している。それにより、従来の顧客管理

の手法では対応することが困難となっている。  
 このような変化に対応するために、オープンイノベーシ

ョンと Service-Dominant Logic を組み合わせることによ

り、新たな価値創造手法で模倣困難な価値を生み出すため

の概念的考察を行った。  
 また、学会参加者による近年の市場動向に対しての意見

や提示し た手法 に対 しての違 う視点 から の意見な どがあ

り、議論を交えることで、本研究を今後継続していく上で

重要な課題を得ることができた。  
 本学会に参加することは有意義であった。また、研究成

果を発表し、議論を交えることで学術的な貢献を果たすこ

とができたと考えられる。  


